
 

 平成 30 年度 第 3 回 優っくり小規模多機能介護石神井台沼辺  

 運営推進会議議事録  
         

１・開催概要 

開催日時 平成 30年 8月 25日（ 土 ） 

14：30 － 15 ：30 

開催場所 優っくり村石神井台沼辺（1階小規模フロア） 

出 席 者 下記敬称略 

練馬区介護保険課     ： 加藤 

地域包括支援センター   ： 中元（第二光陽苑） 

小規模多機能御家族様   ： 佐藤 

民生委員         ：  

職 員          ： 管理者 幸田 

 

司会・書記 司会 ： 幸田 /  書記 ： 幸田 

 

２・議事録抜粋 

議  題 1. 前回議事録の確認 

2. 練馬区より 

3. 地域・町会より 

4. 活動報告 

5. 質疑応答 

討議内容 1.前回議事録の確認 

⇒ 震災等があった際の利用や避難について、一時預かり等の相談をする。 

  石神井川も近いので水害も想定して避難訓練を行う予定です。 

ターミナルケアをする場合の介護量について。 

  職員体制の変更と増員について。 

 

2.練馬区より 

⇒ 特になし 
 

3.包括より 

⇒ 敬老館には元気高齢者が多く来ており、できる事も多いと思うので是非

マンパワーとして生かしてもらえる関わりをしてほしい。 

光陽苑とも同一法人なので協力できる事も多いです。 

 

4. 活動報告 

 (1)ヒヤリハット 

⇒ 転倒に関わる事故が 4 件あった。居室内での防ぎきれないものが多いが 

  居室環境の整備などにより未然に防いでいく。玄関からの脱出が一度あり 

  玄関の施錠を徹底していく 

 

（2)状況報告書 

⇒ なし 

 

（3）職員人事報告 

⇒ ２名入っています。週 3と週 2勤務です。 

 



 

 (4)実施事業 

⇒ 日々の活動、おやつ作り、工作、フラワーアレンジメント、絵葉書 

  体操、お手伝いの様子など報告 

 

5.質疑応答 

加藤様 ⇒ ひやりはっとの尻餅やずり落ちは転倒だと思うのですが判断基準は

どうなっていますか。 

幸田  ⇒ 奉優会では外傷を伴うケガなどが在るか否かでひやりと状況報告を 

       分けています。 

加藤様 ⇒ 幸田さんが 3箇所を見ているという事ですが、他の事業所の介護もし

ているという事でしょうか。 

幸田  ⇒ 基本的に石神井小規模の管理者として配属しており、他の 2 箇所の

事業所についてはそれぞれ別の管理者がおります。基本的に業務に

入る事は無くあくまで何かあった際のサポート的立ち位置になります。 

加藤様 ⇒ お泊りのご利用者は何人まででしょうか 

幸田  ⇒ お泊りは 5 人までですが緊急で利用される方のために 1 部屋は開け

ているようにしています。 

中元様 ⇒ ひやりはっとの介護拒否や抵抗といった言葉はもう少し言い回しを変

えた方がいいと思います。 

幸田  ⇒ 表現に付いて注意し、是正していきます。 

中元様 ⇒ 夜勤の職員は何人体制ですか 

幸田  ⇒ 1人体制ですが、別フロアに一人ずつ 2名配属しています。 

       オンコールもありますが余り使用頻度は高くありません。 

佐藤様 ⇒ 看護師さんは週に何日居るのですか。便が出ないときに座薬を入れ

てもらいたいのですが。 

幸田  ⇒ おおよそ 5 日勤務です。レシカルボン座薬に関しては医療行為では

ないので介護士も行えると思います。 

 

※各報告事項詳細は、配布資料参照。 

検討 / 決定事項  

特になし 

 

連絡会の開催日 

 

次回の検討テーマ 

 

次回開催日： 10月 27日（土） 14:30運営推進会議 開催予定 

 

以 上 


